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普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

事
じ

業
ぎょう

 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

が小
しょう

学
がく

生
せい

に伝
つた

える歴
れき

史
し

体
たい

験
けん

 

 

 

 

 

 

 

１１月
がつ

１
つい

日
たち

砂
すな

川
がわ

市
し

立
りつ

砂
すな

川
がわ

小
しょう

学
がっ

校
こう

において、６年
ねん

生
せい

４９名
めい

とその保
ほ

護
ご

者
しゃ

に対
たい

し、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

が思
おも

い思
おも

い

に歴
れき

史
し

体
たい

験
けん

を伝
つた

えました。 

１世
せい

の戸
と

倉
くら

冨
ふ

美
み

さん（９３）は戦
せん

中
ちゅう

に生
う

まれ、 終
しゅう

戦
せん

当
とう

時
じ

は２０歳
さい

。 強
きょう

制
せい

労
ろう

働
どう

で朝
あさ

から晩
ばん

まで 働
はたら

か

され、ろくに 食
しょく

事
じ

もとれず、何
なん

回
かい

も倒
たお

れたというつらい体
たい

験
けん

を語
かた

りました。戦
せん

争
そう

のために家
か

族
ぞく

が悲
ひ

惨
さん

な

目
め

にあったことから、「戦
せん

争
そう

は決
けっ

してしてはいけません。何
なに

ひとついい事
こと

はありません」と 訴
うった

えました。 

同
おな

じく１
いっ

世
せい

の川
かわ

瀬
せ

米
よね

子
こ

さん（７５）は、終
しゅう

戦
せん

当
とう

時
じ

は２歳
さい

で、食
た

べ物
もの

がなくてお腹
なか

をすかせていた記
き

憶
おく

があると語
かた

りました。引
ひき

揚
あげ

が叶
かな

わず 病
びょう

死
し

してしまった母
はは

親
おや

の事
こと

を思
おも

い出
だ

し、涙
なみだ

する場
ば

面
めん

もありました。

帰
き

国
こく

者
しゃ

が語
かた

る歴
れき

史
し

体
たい

験
けん

に 衝
しょう

撃
げき

を受
う

け、幾
いく

人
にん

かの保
ほ

護
ご

者
しゃ

は 涙
なみだ

ぐみながら耳
みみ

を 傾
かたむ

けていました。 

また２世
せい

の杉
すぎ

田
た

良
りょう

子
こ

さんも自
じ

身
しん

の体
たい

験
けん

を語
かた

りました。帰
き

国
こく

当
とう

時
じ

杉
すぎ

田
た

さんは２４歳
さい

でしたが、文
ぶん

化
か

も

習
しゅう

慣
かん

も言
こと

葉
ば

も違
ちが

い、戸
と

惑
まど

いや苦
く

労
ろう

の連
れん

続
ぞく

だったと言
い

います。それでも日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

すると決
き

め、毎
まい

日
にち

遅
おそ

く

まで一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

したと言
い

います。 

１
いっ

世
せい

のお二
ふた

人
り

は「日
に

本
ほん

に帰
かえ

ってきて本
ほん

当
とう

に良
よ

かった。人
じん

生
せい

で今
いま

が一
いち

番
ばん

幸
しあわ

せ」と語
かた

ります。 小
しょう

学
がく

生
せい

た

ちは、帰
き

国
こく

者
しゃ

の 話
はなし

にメモを取
と

りながら 終
しゅう

始
し

真
しん

剣
けん

に聴
き

いていました。 

その後
ご

６年
ねん

生
せい

によるよさこいの発
はっ

表
ぴょう

を観
かん

賞
しょう

し、お昼
ひる

は一
いっ

緒
しょ

に 給
きゅう

食
しょく

を取
と

りながら「日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

は素
す

晴
ば

らしいね」と口
くち

々
ぐち

にいう帰
き

国
こく

者
しゃ

。小
しょう

学
がく

生
せい

に歴
れき

史
し

体
たい

験
けん

を伝
つた

え、帰
き

国
こく

者
しゃ

だからこそできる大
たい

切
せつ

な役
やく

割
わり

を果
は

たした一
いち

日
にち

でした。 
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樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

交
こう

流
りゅう

会
かい

 

1世
せい

から４世
せい

まで、みんなで一
いっ

緒
しょ

に 

 

 

 

 

 

恒
こう

例
れい

となった樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

のお祭
まつ

り「樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

交
こう

流
りゅう

会
かい

」が、12月
がつ

22日
にち

に 東
ひがし

区
く

民
みん

センターで 106名
めい

（帰
き

国
こく

者
しゃ

58名
めい

、支
し

援
えん

者
しゃ

48名
めい

）が参
さん

加
か

して開
かい

催
さい

されました。これまでもこの交
こう

流
りゅう

会
かい

には「カリブの海
かい

賊
ぞく

」や「ロマの野
や

営
えい

地
ち

」など、毎
まい

回
かい

テーマが設
もう

けられていましたが、今
こ

年
とし

は年
とし

の瀬
せ

ににぎわうロシアの市
いち

場
ば

をイメージした演
えん

出
しゅつ

で、これまでにもましてロシアの雰
ふん

囲
い

気
き

たっぷりの交
こう

流
りゅう

会
かい

となりました。プログラムもロシアの歌
うた

や踊
おど

り、

ロシアの古
ふる

い遊
あそ

びを模
も

したゲームなど、帰
き

国
こく

者
しゃ

以
い

外
がい

の参
さん

加
か

者
しゃ

にとってはロシアの文
ぶん

化
か

について知
し

るひととき

となりました。 

美
うつく

しいお手
て

製
せい

のサラファンに身
み

をつつんだ帰
き

国
こく

者
しゃ

有
ゆう

志
し

によるアンサンブル「ミーチャと美
び

女
じょ

たち」の踊
おど

り

や、干
え

支
と

にちなんだ劇
げき

「三
さん

匹
びき

のこぶた」には拍
はく

手
しゅ

が湧
わ

きました。「三
さん

匹
びき

のこぶた」といえば、おなじみの童
どう

話
わ

ですが、今
こん

回
かい

は完
かん

全
ぜん

なオリジナル作
さく

品
ひん

で、空
から

手
て

家
か

、シェフ、 Ｄ
ディー

Ｊ
ジェー

のこぶたの三
さん

兄
きょう

弟
だい

にくわえて、いっぷう

変
か

わった王
おう

様
さま

とお姫
ひめ

様
さま

が登
とう

場
じょう

。最
さい

後
ご

は 狼
おおかみ

も一
いっ

緒
しょ

に仲
なか

良
よ

く輪
わ

になって踊
おど

る楽
たの

しい劇
げき

でした。 

会
かい

の終
お

わりに日
に

本
ほん

サハリン 協
きょう

会
かい

の斎
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会
かい

長
ちょう

が、「はじめはおじいちゃん、おばあちゃんだけが集
あつ

まっ

ていたけれど、今
いま

は子
こ

供
ども

たち、孫
まご

たちも一
いっ

緒
しょ

に集
あつ

まる会
かい

になりました。これからもみんなで仲
なか

良
よ

くしていき

ましょう」とあいさつ。久
ひさ

しぶりの１
いっ

世
せい

や、今
こん

回
かい

初
はじ

めて参
さん

加
か

する 3世
せい

、4世
せい

もいて、幅
はば

広
ひろ

い世
せ

代
だい

が交
こう

流
りゅう

する会
かい

となりました。 

稚
わっか

内
ない

クリスマス交
こう

流
りゅう

会
かい

 

ͯΫ

Ṯ
ͣͭ͜λ

Ṁ
ͣ

ΕΙΏΉΏͯΌ 

12月
がつ

24日
か

稚
わっか

内
ない

市
し

でも今回で４回
かい

目
め

となるクリスマス交
こう

流
りゅう

会
かい

が、日
にち

ロ
ろ

友
ゆう

好
こう

会
かい

館
かん

で開
ひら

かれました。稚
わっか

内
ない

市
し

のＯＢや帰
き

国
こく

者
しゃ

が教
おし

えるロシア語
ご

教
きょう

室
しつ

の生
せい

徒
と

の皆
みな

さんなど、参
さん

加
か

者
しゃ

は合
あ

わせて 27名
めい

。そのうち樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

は 9名
めい

で、日
に

本
ほん

サハリン 協
きょう

会
かい

稚
わっか

内
ない

支
し

部
ぶ

理
り

事
じ

の古
ふる

川
かわ

さんとともに、みんなが 協
きょう

力
りょく

しあって

支
し

援
えん

者
しゃ

・関
かん

係
けい

者
しゃ

の皆
みな

さんをおもてなし、楽
たの

しんでもらう会
かい

となりました。 

 準
じゅん

備
び

の段
だん

階
かい

では大
たい

変
へん

なこともあったようですが、帰
き

国
こく

者
しゃ

の一
ひと

人
り

は、「日
に

本
ほん

の人
ひと

たちに、 私
わたし

たち帰
き

国
こく

者
しゃ

のことを知
し

ってもらえるし、 私
わたし

たちにとっては、これも

ひとつの社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

。日
に

本
ほん

の生
せい

活
かつ

のなかで、私
わたし

たちもつい閉
と

じこもりがちになってしま

いますが、こういった場
ば

があれば、いい刺
し

激
げき

にもなります」と語
かた

り、この交
こう

流
りゅう

会
かい

をこ

れからも続
つづ

けていきたいと言
い

います。交
こう

流
りゅう

会
かい

は、帰
き

国
こく

者
しゃ

が孤
こ

立
りつ

しないためのきっかけ

づくりとしての役
やく

割
わり

も担
にな

っています。
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日
にっ

中
ちゅう

平
へい

和
わ

友
ゆう

好
こう

条
じょう

約
やく

締
てい

結
けつ

４０周
しゅう

年
ねん

 

中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

作
さく

品
ひん

展
てん

 

センター受
じゅ

講
こう

生
せい

が見
み

事
ごと

入
にゅう

賞
しょう

 

公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

孤
こ

児
じ

援
えん

護
ご

基
き

金
きん

による「 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

作
さく

品
ひん

 

展
てん

2018」が、10月
がつ

2
２

9
９

日
にち

から 11月
がつ

2
ふつ

日
か

まで東
とう

京
きょう

都
と

港
みなと

区
く

の 中
ちゅう

国
ごく

文
ぶん

化
か

センター 

で開
かい

催
さい

されました。当
とう

センターの受
じゅ

講
こう

生
せい

も作
さく

品
ひん

を応
おう

募
ぼ

、水
すい

墨
ぼく

画
が

部
ぶ

門
もん

で芦
あし

澤
ざわ

幸
さち

恵
え

 

さんが見
み

事
ごと

銀
ぎん

賞
しょう

を受
じゅ

賞
しょう

しました。また絵
え

手
て

紙
がみ

教
きょう

室
しつ

の受
じゅ

講
こう

生
せい

の作
さく

品
ひん

も、 入
にゅう

賞
しょう

は 

逃
のが

しましたが、作
さく

品
ひん

展
てん

に展
てん

示
じ

されました。 

 

 

芸
げい

術
じゅつ

の秋
あき

を楽
たの

しむ 

           和
わ

気
き

あいあいと陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

     芦澤幸恵さんの作品「対紅」              
                                

                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
こん

年
ねん

度
ど

の秋
あき

の研
けん

修
しゅう

旅
りょ

行
こう

（10/15、10/22）は、昨
さく

年
ねん

度
ど

に引
ひ

き続
つづ

き陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

と温
おん

泉
せん

でした。江
え

別
べつ

市
し

にある「ア

トリエ陶
とう

」での陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

では、ほとんどの人
ひと

が先
せん

生
せい

とももうおなじみ。ときどき 冗
じょう

談
だん

も飛
と

び出
だ

し、和
わ

気
き

あい

あいとした雰
ふん

囲
い

気
き

の中
なか

ですすめられました。とにかく見
み

よう見
み

まねだった前
ぜん

回
かい

とはちがい、より大
だい

胆
たん

に、自
じ

由
ゆう

に思
おも

い思
おも

いの作
さく

品
ひん

を作
つく

っていました。 

陶
とう

芸
げい

体
たい

験
けん

の後
あと

は、岩
いわ

見
み

沢
ざわ

市
し

の温
おん

泉
せん

でゆっくりと 体
からだ

を休
やす

め、帰
き

国
こく

者
しゃ

同
どう

士
し

の交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めることができました。
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旭
あさひ

川
かわ

おしゃべり交
こう

流
りゅう

会
かい

 

日
にち

・中
ちゅう

・ロ
ろ

、三
さん

カ
か

国
こく

の料
りょう

理
り

交
こう

流
りゅう

 

味
あじ

の違
ちが

い、文
ぶん

化
か

の違
ちが

いを楽
たの

しむ 

 10月
がつ

25日
にち

のおしゃべ

り交
こう

流
りゅう

会
かい

は、おしゃべ

りしながら 料
りょう

理
り

作
づく

り
り

を

楽
たの

しみ、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

を

深
ふか

めようというテーマ

で開
かい

催
さい

されました。 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんは、ビーツのサラダ、パンケ

ーキ、中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

は、ジャガイモのシャキシャキサ

ラダ、ボランティアの皆
みな

さんはかき揚
あ

げ、豚
ぶた

汁
じる

、お

にぎりをそれぞれ 調
ちょう

理
り

。「 私
わたし

の得
とく

意
い

料
りょう

理
り

は豚
ぶた

汁
じる

」

と、ボランティアの倉
くら

重
しげ

さんは大
おお

張
は

り切
き

り。それぞ

れが得
とく

意
い

料
りょう

理
り

に腕
うで

を振
ふ

るいました。作
つく

り方
かた

や食
た

べ方
かた

についておしゃべりしながら、理
り

解
かい

を深
ふか

め合
あ

います。 

 一
いち

番
ばん

の楽
たの

しみは、やっぱり試
し

食
しょく

。帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さん

もおいしい笑
え

顔
がお

です。それぞれの国
くに

の美
お

味
い

しい 料
りょう

理
り

を食
た

べ、その特
とく

徴
ちょう

を知
し

り、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

が広
ひろ

がりまし

た。 

 

̌₲Ʉ̍₲Εⱴ  

2₲ 8  ₿☻ᶫ ῂ  

 2₲ 10 הὈה  ▒ Ṯ 

 2₲ 17  ṭ█ ῂ ɨΪΧʹ ɩ 

 2₲ 20  ṭ█ ῂ ɨ ᵾ ɩ 

2₲ 25      ᵳ Ʉṭ█ ⱶ  

2₲ 28  ͯ͢ΫΠβ▒ Ṯɨᴾ ɩ 

3₲ 1  ₿☻ᶫ ῂ  

 3₲ 2 ɄỐה  Ὀה κ γ ͜ɄẶ Ṯ 

  3₲ 17  ṭ█ ῂ ɨΪΧʹ ɩ 

 3₲ 19  ▒ Ṯ 

 3₲ 20  ṭ█ ῂ ɨ ᵾ ɩ 

 3₲ 25  ᵳ Ʉṭ█ ⱶ  

 3₲ 1̓ ɟ ▀ Ῐ ᾇΧɨ4/7 ΦΎɩ 

一
いち

年
ねん

間
かん

の活
かつ

動
どう

を振
ふ

り返
かえ

り、忘
ぼう

年
ねん

会
かい

 

楽
たの

しさ、おしゃべりいっぱい！ 

 12月
がつ

11日
にち

のおしゃべ

り交
こう

流
りゅう

会
かい

は忘
ぼう

年
ねん

会
かい

。こ

の１年
ねん

の活
かつ

動
どう

を振
ふ

り返
かえ

りながら、茶
さ

話
わ

会
かい

を開
ひら

きました。日
に

本
ほん

サハリ

ン 協
きょう

会
かい

の斎
さい

藤
とう

弘
ひろ

美
み

会
かい

長
ちょう

も参
さん

加
か

し、交
こう

流
りゅう

の

輪
わ

が広
ひろ

がりました。 

 ボランティアの森
もり

下
した

さんが

珍
めずら

しいエプロンシアターを披
ひ

露
ろう

、皆
みな

さんの拍
はく

手
しゅ

と、持
も

ちよっ

たお茶
ちゃ

とお菓
か

子
し

で、会
かい

は楽
たの

しく

進
すす

みます。 

 中
ちゅう

国
ごく

、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんも回
かい

を重
かさ

ねて、ボラン

ティアの皆
みな

さんとはすっかり親
した

しくなり、話
わ

題
だい

も広
ひろ

がりました。お茶
ちゃ

を飲
の

みながらリラックスして自
し

然
ぜん

なおしゃべりを楽
たの

しみ、帰
き

国
こく

者
しゃ

の皆
みな

さんが孤
こ

立
りつ

しな

いための交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めた一
いち

日
にち

になりました。 

 

 

～お知
し

らせ～ 

中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い 

 ３月
がつ

2
ふつ

日
か

午
ご

前
ぜん

10時
じ

より、かでる 2.7 の大
だい

会
かい

議
ぎ

室
しつ

に

おいて、「 中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

を知
し

る集
つど

い」を開
かい

催
さい

し

ます。 

 二
に

部
ぶ

構
こう

成
せい

で、第
だい

一
いち

部
ぶ

は残
ざん

留
りゅう

の背
はい

景
けい

について学
まな

び、

帰
き

国
こく

者
しゃ

の声
こえ

に耳
みみ

を 傾
かたむ

け、第
だい

ニ
に

部
ぶ

は日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

・文
ぶん

化
か

活
かつ

動
どう

教
きょう

室
しつ

の受
じゅ

講
こう

生
せい

が、普
ふ

段
だん

の学
がく

習
しゅう

の成
せい

果
か

を発
はっ

表
ぴょう

し

ます。 

帰
き

国
こく

者
しゃ

が安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

してゆくために、地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

の理
り

解
かい

は欠
か

かせません。たくさんのご参
さん

加
か

をお待
ま

ちしています。お 申
もうし

込
こ

み・お問
と

い合
あ

わせは、当
とう

セン

ターまでお願
ねが

いします。 

 


